
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿台、原稿照明部、および光路を有する露光手段と、感光体、および現像器、転写帯
電器を有する作像手段と、給紙部、搬送部、および定着部を有する給紙搬送手段と、商用
電源から前記各手段に給電する電源手段と、

前記各手段
を制御する制御手段とを備えた画像形成装置であって、
　前記制御手段は、画像形成待ちの通常のスタンバイ状態において
前記電源手段への商用電源の供給を停止させるまでの オートパワーオフ時間よりも
画像形成途中での画像形成中断状態において 前記電源手段への商用
電源の供給を停止させるまでの オートパワーオフ時間を長い時間幅として制御する

ことを特徴とする画像
形成装置。
【請求項２】
　原稿台、原稿照明部、および光路を有する露光手段と、感光体、および現像器、転写帯
電器を有する作像手段と、給紙部、搬送部、および定着部を有する給紙搬送手段と、商用
電源から前記各手段に給電する電源手段と、

前記各手段
を制御する制御手段とを備えた画像形成装置であって、
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キー操作が所定時間ない場合に前記電源手段
への商用電源の供給を停止させるオートパワーオフ機能を実行するとともに、

キー操作がない場合に
第１の

キー操作がない場合に
第２の

とともに、前記画像形成中断状態において像形成の開始のキー操作とは異なるキー操作が
あると前記第２のオートパワーオフ時間を再設定するよう制御する

キー操作が所定時間ない場合に前記電源手段
への商用電源の供給を停止させるオートパワーオフ機能を実行するとともに、



　前記電源手段への商用電源の供給を停止させるまでのオートパワーオフ時間を延長する
為の指示を入力するオートパワーオフ延長キーを含む複数のキーを有する操作部を備え、
前記制御手段は、前記オートパワーオフ延長キーとは異なるキーが操作された場合は前記
オートパワーオフ時間を第１の時間に設定し、前記オートパワーオフ延長キーが操作され
た場合は前記オートパワーオフ時間を前記第１の時間よりも長い第２の時間に設定し、設
定されたオートパワーオフ時間が経過すると前記電源手段への商用電源の供給を停止する
ものであり、前記オートパワーオフ延長キーによるオートパワーオフ時間の延長設定は画
像形成あるいはオートパワーオフが行われることによりクリアされることを特徴とする画
像形成装置。
【請求項３】
　前記オートパワーオフ延長キーは、画像形成途中での画像形成中断状態において前記電
源手段への商用電源の供給を停止させるまでのオートパワーオフ時間の設定に有効である
ことを特徴とする請求項２記載の画像形成装置。
【請求項４】
　自動原稿給送装置を備え、
前記制御手段は、前記自動原稿給送装置を使用した画像形成途中での画像形成中断状態に
おける給電停止させるオートパワーオフ時に、前記自動原稿給送装置に給紙されている原
稿をすべて排出した後にオートパワーオフ機能が働くように制御することを特徴とする請
求項１または２記載の画像形成装置。
【請求項５】
　自動原稿給送装置を備え、
前記制御手段は、前記自動原稿給送装置を使用した画像形成途中での画像形成中断状態に
おける給電停止させるオートパワーオフ時に、前記自動原稿給送装置にセットされている
原稿をすべて排出した後にオートパワーオフ機能が働くように制御することを特徴とする
請求項１または２記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記原稿の排出中に前記原稿排出動作を中止させる排出中止手段を有することを特徴と
する請求項４または５記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、オートパワーオフ（オートシャットオフ）機能を持つ画像形成装置の技術分野
に属するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、省エネルギーの観点から、画像形成終了後ある一定時間画像形成操作されなかった
場合、画像形成装置が自動的に電源をオフするオートパワーオフ（オートシャットオフ）
機能を働かせ、画像形成装置への無駄な通電時間を少なくしている。
【０００３】
近年、インクジェット方式の画像形成装置において、電子写真方式の画像形成装置におい
ても、電源オン時のウォームアップ時間が短い、或は殆ど即時に起動可能なものがある。
そのため、前記オートパワーオフ機能が働くまでの一定時間は短い時間でよく、再電源オ
ン時に画像形成待ちをしないため、頻繁に電源をオフ／オンしても煩わしさが無い画像形
成装置が主流となりつつあり、画像形成装置への無駄な通電時間を少なくしている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前記従来例では、次のような欠点があった。
【０００５】
画像形成装置は画像形成中に紙（転写紙）が無い等の原因により、画像形成を中断して、
紙補給を待ち、紙補給されたら、再び画像形成を続ける場合がある。
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この場合、オートパワーオフ時間が短いため、画像形成中断状態で、即ち、紙無しにより
画像形成を中断した場合は、紙補給される前にオートパワーオフ機能が働き、電源オフし
てしまうことがある。
【０００６】
特に、使用者が画像形成中、装置から離れてしまい、紙無し等による画像形成中断に気づ
かない場合、あるいは紙無しにより中断した時に装置の近くに補給したい紙が無い場合が
あった。
【０００７】
前記のように、画像形成中断状態でオートパワーオフ機能が働いてしまった場合、使用者
が再画像形成を行うために、設定していた画像形成モード（画像形成枚数、倍率等）を再
設定しなおさなければならなかった。
【０００８】
更に、複数枚の原稿を自動原稿給送装置（以下、フィーダと記す）を使用して画像形成し
ていた場合は、画像形成中断状態のため、数枚の原稿がフィーダ内に残っていることがあ
り、この状態でオートパワーオフ機能が働くことになる。使用者が再画像形成を行うため
には、このフィーダ内に残っている原稿を取り除き、画像形成中断前の原稿からフィーダ
にセットしなおさなければならなかった。
すなわち、画像形成中断状態でオートパワーオフ機能が働いた場合、通常の電源スイッチ
オフと同様に電源オフしてしまうため、再画像形成時に、使用者の操作が煩雑であって、
間違った画像形成をしてしまうことがあった。
【０００９】
本発明は、上記従来の問題点を解消するために成されたもので、オートパワーオフ機能を
有効に発揮させ、画像形成操作が簡易である画像形成装置の提供を目的とするものである
。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、本発明では、画像形成装置を次の（１）、（２）のとおりに
構成する。
　（１）原稿台、原稿照明部、および光路を有する露光手段と、感光体、および現像器、
転写帯電器を有する作像手段と、給紙部、搬送部、および定着部を有する給紙搬送手段と
、商用電源から前記各手段に給電する電源手段と、

前記
各手段を制御する制御手段とを備えた画像形成装置であって、
　前記制御手段は、画像形成待ちの通常のスタンバイ状態において
前記電源手段への商用電源の供給を停止させるまでの オートパワーオフ時間よりも
画像形成途中での画像形成中断状態において 前記電源手段への商用
電源の供給を停止させるまでの オートパワーオフ時間を長い時間幅として制御する

ことを特徴とする画像
形成装置。
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キー操作が所定時間ない場合に前記電
源手段への商用電源の供給を停止させるオートパワーオフ機能を実行するとともに、

キー操作がない場合に
第１の

キー操作がない場合に
第２の

とともに、前記画像形成中断状態において像形成の開始のキー操作とは異なるキー操作が
あると前記第２のオートパワーオフ時間を再設定するよう制御する

　（２）原稿台、原稿照明部、および光路を有する露光手段と、感光体、および現像器、
転写帯電器を有する作像手段と、給紙部、搬送部、および定着部を有する給紙搬送手段と
、商用電源から前記各手段に給電する電源手段と、キー操作が所定時間ない場合に前記電
源手段への商用電源の供給を停止させるオートパワーオフ機能を実行するとともに、前記
各手段を制御する制御手段とを備えた画像形成装置であって、
　前記電源手段への商用電源の供給を停止させるまでのオートパワーオフ時間を延長する
為の指示を入力するオートパワーオフ延長キーを含む複数のキーを有する操作部を備え、
前記制御手段は、前記オートパワーオフ延長キーとは異なるキーが操作された場合は前記
オートパワーオフ時間を第１の時間に設定し、前記オートパワーオフ延長キーが操作され
た場合は前記オートパワーオフ時間を前記第１の時間よりも長い第２の時間に設定し、設



【００２０】
【発明の実施の形態】
本発明は、画像形成待ちの通常スタンバイ状態でのオートパワーオフ時間と画像形成途中
の画像形成中断状態でのオートパワーオフ時間を異なる時間としたことにより、画像形成
中断状態を解除し（例えば紙なし中断状態であれば、紙補給し）、再画像形成できるまで
オートパワーオフ機能が働かないようにしたものである。
【００２１】
更に、画像形成待ちの通常スタンバイ状態でのオートパワーオフ時間より画像形成途中の
画像形成中断状態でのオートパワーオフ時間を長い時間としたことにより、画像形成中断
状態を解除し（例えば紙なし中断状態であれば、紙補給し）、再画像形成できるまでオー
トパワーオフ機能が働かないようにしたものである。
【００２２】
或は、オートパワーオフ時間を延長することができる手段を設け、この延長設定は画像形
成或はオートパワーオフが行われることにより、クリアされることにより、画像形成中断
状態を解除し（例えば紙なし中断状態であれば、紙補給し）、再画像形成できるまでオー
トパワーオフ機能が働かないようにしたものである。
【００２３】
更に、オートパワーオフ時間を延長することができる手段は、画像形成途中の画像形成中
断状態に有効とすることにより、画像形成中断状態を解除し（例えば紙なし中断状態であ
れば、紙補給し）、再画像形成できるまでオートパワーオフ機能が働かないようにしたも
のである。
【００２４】
或は、オートパワーオフ機能が働く（電源オフ）時に画像形成モードをバックアップする
手段を設け、再電源オン時に前記バックアップされた画像形成モードで、前記オートパワ
ーオフ前のリカバリー画像形成を可能とすることにより、再画像形成時に、使用者の操作
が煩雑でなく、間違った画像形成をしないようにしたものである。
【００２５】
更に、オートパワーオフ機能が働く（電源オフ）時に画像形成モードをバックアップする
手段は、画像形成途中の画像形成中断状態に有効とすることにより、再画像形成時に、使
用者の操作が煩雑でなく、間違った画像形成をしないようにしたものである。
【００２６】
或は、フィーダ（自動原稿給送装置）を使用した画像形成途中の画像形成中断状態で、オ
ートパワーオフ機能が働く（電源オフ）時に、前記自動原稿給送装置に給紙されている原
稿をすべて排出した後にオートパワーオフ機能が働くことにより、再画像形成時に、使用
者の操作が煩雑でなく、間違った画像形成をしないようにしたものである。
【００２７】
或は、フィーダ（自動原稿給送装置）を使用した画像形成途中の画像形成中断状態で、オ
ートパワーオフ機能が働く（電源オフ）時に、前記自動原稿給送装置にセットされている
原稿をすべて排出した後にオートパワーオフ機能が働くことにより、画像形成時に、使用
者の操作が煩雑でなく、間違った画像形成をしないようにしたものである。
【００２８】
更に、前記原稿排出中に前記原稿排出動作を中止する手段をもつことにより、排出すべき
原稿が大量にあり、使用者が再画像形成時の原稿のセット方法を理解していれば、装置で
排出しセットするより、使用者がセットした方が早い場合の対応を可能にしたものである
。
【００２９】
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定されたオートパワーオフ時間が経過すると前記電源手段への商用電源の供給を停止する
ものであり、前記オートパワーオフ延長キーによるオートパワーオフ時間の延長設定は画
像形成あるいはオートパワーオフが行われることによりクリアされることを特徴とする画
像形成装置。



【実施例】
以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
【００３０】
［実施例１］
図２は、本発明の実施例である画像形成装置の一例の構成を示す断面図である。
【００３１】
本実施例の画像形成装置は電子写真方式の画像形成装置であり、各機能を大別すると、給
紙搬送系、露光系、作像系、そして制御系の４つのブロックで構成されている。
【００３２】
露光系は原稿台、原稿照明部、光路部等からなり、原稿台におかれた原稿を原稿照明ラン
プ４で走査し、原稿光像は複数のミラーとズームレンズ８を介して感光ドラム１２に投影
される。
【００３３】
作像系は感光ドラム１２、１次帯電器９、現像器１６、転写帯電器２４、分離帯電器２５
等からなる。向かって時計方向に回転している感光ドラム１２上に、１次帯電器９によっ
て一様に帯電されたドラム表面電荷は、ブランク露光ランプ１０によって非画像部の電荷
が除去され、画像部が前記露光系からの原稿への投影光により露光される。画像露光によ
って感光ドラム１２上に作成された静電潜像は、現像器１６により現像された後、転写帯
電器２４により、給紙部から搬送されてきた転写紙に転写される。
【００３４】
転写後の感光ドラム１２はクリーニングユニット６によって残留トナーが取り除かれ、更
に前露光ランプ７により残留電荷が除電され、再び１次帯電、画像露光、現像、転写とい
ったプロセスが繰り返される。
【００３５】
給紙搬送系は、給紙部、搬送部、定着部等からなる。カセット２８からの給紙動作は、カ
セット給紙ローラ２１によりカセット２８から転写紙が給紙され、レジストローラ２２ま
で搬送される。手差しによる給紙動作は手差しにより給紙された転写紙が、手差し給紙ロ
ーラ１７によりレジストローラ２２まで搬送される。
レジストローラ２２まで搬送された転写紙は、レジストローラ２２に突き当てループを形
成し、斜行取りや画像先端合わせのタイミング補正が行われる。
【００３６】
レジストローラ２２まで搬送された転写紙には、転写帯電器２４により感光ドラム１２上
に現像されたトナー像が転写され、転写紙は分離帯電器２５により感光ドラム１２から分
離され、搬送部２７を通って、定着ローラ３０まで搬送される。
【００３７】
定着ローラ３０は定着ヒータ（図３の３１１）で加熱され、その表面温度をサーミスタ（
図３の３０２）で検出して、定着ローラ３０の表面温度が所定値になるように制御されて
いる。定着ローラ３０に搬送された転写紙は定着ローラ３０により、転写紙上に転写され
たトナー像が熱と圧力により定着される。
【００３８】
トナー像が定着された転写紙は、通常コピーの場合、排紙ローラ３１により搬送され、機
外に排出される。
【００３９】
図３は本実施例の画像形成装置の制御系の一例を示すブロック図である。
【００４０】
図３において、３００は制御部（コントローラ）で、ＣＰＵ３００ａ，ＲＯＭ３００ｂ，
ＲＡＭ３００ｃ等から構成され、ＲＯＭ３００ｂに格納されたプログラムに基づいて複写
シーケンスを総轄制御する。
【００４１】
操作部３１２は複写枚数設定キー、複写倍率設定キー、複写動作開始を指示するスタート
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キー、複写動作停止を指示あるいは動作モードを標準状態に復帰するストップキー等のキ
ー入力部、及び動作モードの設定状態を表示するＬＥＤ等の表示部が配置されている。図
８は操作部３１２の一例の部分斜視図である。
【００４２】
サーミスタ３０２は、定着ローラ３０の表面温度を検出し、不図示のＡ／Ｄコンバータ３
０１によりＡ／Ｄ変換された値がコントローラ３００に入力される。
高圧制御部３０３は、１次帯電器９、転写停電器２４等の帯電系、及び現像器１６等に所
定の電位を印加する高圧ユニット３０４の制御を行う。
【００４３】
モータ制御部３０５は、ステッピングモータＭ２やメイン駆動モータＭ１の駆動を制御す
る。
【００４４】
ＤＣ負荷制御部３０７は、給紙ローラ２１、レジストローラ２２用等のソレノイド、クラ
ッチ等の駆動を制御する。
【００４５】
３０８は、転写紙の紙づまり検知及び光学系／レンズ系の位置検知等のセンサ類で、制御
部３００に入力される。
【００４６】
ＡＣドライバー３０９は、原稿照明ランプ４等のＡＣ負荷３１０及び定着ヒータ３１１へ
のＡＣ電源供給を制御する。また、定着ヒータ３１１等の異常を検出し、シャットオフ機
能付きのメインスイッチ３１４をオフ状態にする。
【００４７】
ＤＣ電源３１３は、コントローラ３００等にＤＣ電源を供給し、電源プラグ３１６から入
力されたＡＣ電源はドアスイッチ３１５、メインスイッチ３１４を介してＤＣ電源３１３
に入力される。
【００４８】
図１は本実施例の特徴を最もよく示すオートパワーオフ（シャットオフ）機能の構成を示
すブロック図である。
【００４９】
画像形成終了後に一定時間画像形成操作されなかった場合、ＣＰＵ３００ａはＲＯＭ３０
０ｂとＲＡＭ３００ｃ内の制御プラグラムによりメインスイッチ３１４をオフ状態にする
。これにより、画像形成装置は自動的に、電源プラグ３１６から入力されたＡＣ電源から
ＤＣ電源３１３への供給を絶ち、画像形成装置は非通電状態になる。
【００５０】
これで、画像形成装置が自動的に電源をオフするオートパワーオフ（オートシャットオフ
）機能を可能とする。
【００５１】
次に本実施例の具体的な制御を図４に示すフローチャートを参照して説明する。
【００５２】
図８に示す操作部等のスタートキー８０２によるコピースタート命令で、図２で説明した
画像形成プロセスを行う図４のステップＳＰ４０１のコピー中の状態になる。
【００５３】
この複数枚のコピー中に例えば、転写紙（以下紙と記す）がなくなったかどうかをＳＰ４
０２で判断する。
【００５４】
そして、ＳＰ４０３でコピー中に紙なしになることなく、所望の枚数分のコピーが終了し
たか判断する。
【００５５】
ＳＰ４０２，ＳＰ４０３での判断により、通常スタンバイ状態でのオートパワーオフ制御
になるか、紙なし中断による画像形成中断状態でのオートパワーオフ制御のどちらかにな
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る。
【００５６】
＜通常スタンバイ状態へ＞
ＳＰ４０３でコピー終了した場合は次のコピー待ちの通常スタンバイ状態になる。
【００５７】
ＳＰ４０９でこの通常スタンバイ状態でのオートパワーオフタイマー（オートパワーオフ
機能を働かせるまでの時間）ｔ１をセットする。このタイマーでは減算され、ゼロになっ
たときに、図１で説明したようにオートパワーオフ機能が働くことになる。
【００５８】
ＳＰ４１０では通常、使用者により不図示の操作部上のキーが操作された場合、画像形成
の意志があると解釈して、オートパワーオフタイマーをクリアするため、ＳＰ４０９へ戻
る。ただし、ＳＰ４１１で操作されたキーがスタートキーであれば、ＳＰ４０１のコピー
中の状態に戻る。
【００５９】
ＳＰ４１０でキー操作がなければ、ＳＰ４１２へ進む。ＳＰ４１２でオートパワーオフタ
イマーがゼロ（ｔ１時間経過）になったときに、ＳＰ４１３へ進み、図１で説明したよう
にオートパワーオフ機能が働くことになる。
【００６０】
＜画像形成中断状態へ＞
ＳＰ４０２で、コピー中に紙なしで中断した場合はＳＰ４０４のコピー中断状態になる。
【００６１】
ＳＰ４０５でこのコピー中断状態でのオートパワーオフタイマー（オートパワーオフ機能
を働かせるまでの時間）ｔ２をセットする。このタイマーは減算され、ゼロになったとき
に、図１で説明したようにオートパワーオフ機能が働くことになる。
【００６２】
ＳＰ４０６では通常、使用者により不図示の操作部上のキーが操作された場合、画像形成
の意志があると解釈して、オートパワーオフタイマーをクリアするため、ＳＰ４０５へ戻
る。ただし、ＳＰ４０７で操作されたキーがスタートキーであれば、ＳＰ４０１のコピー
中の状態に戻る。
【００６３】
ＳＰ４０６でキー操作がなければ、ＳＰ４０８へ進む。ＳＰ４０８でオートパワーオフタ
イマーがゼロ（ｔ２時間経過）になったときに、ＳＰ４１３へ進み、図１で説明したよう
にオートパワーオフ機能が働くことになる。
【００６４】
ここで、コピー中断状態でのオートパワーオフタイマーｔ２の時間は、本実施例において
は言うまでもなく、使用者が紙補給をできる適切な時間である。使用者が装置を放置する
時間、更には紙を買いに行く時間を考慮しても３０分程度がよいと考えられる。
【００６５】
また、通常スタンバイ状態では従来例で説明したようにオートパワーオフタイマーｔ１は
例として５分程度の短い時間でよく、一般的には、ｔ１＜ｔ２とすることが望ましい。
【００６６】
前記のコピー（画像形成）中断状態になるのは、本実施例のような紙なしに限るものでは
ない。
【００６７】
即ち、紙なし以外の中断状態では前記のｔ２は紙なし以外の中断状態の最適な時間になる
。更に、紙なし中断状態ではｔ２、紙なし以外の中断状態ではｔ３と異なる時間としても
よい。
【００６８】
［実施例２］
実施例１の制御と異なる方法で同様の効果を得る実施例２を図５に示すフローチャートを
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参照して説明する。
【００６９】
図８の操作部等のスタートキー８０２によるコピースタート指令で、図２で説明した画像
形成プロセスを行う図５のステップＳＰ５０１のコピー中の状態になる。
【００７０】
この複数枚のコピー中に例えば、転写紙（以下紙と記す）がなくなったかどうかをＳＰ５
０２で判断する。
【００７１】
そして、ＳＰ５０３でコピー中に紙なしになることなく、所望の枚数分コピーが終了した
か判断する。
【００７２】
ＳＰ５０２でコピー中に紙なしで中断した場合はＳＰ５０４のコピー中断状態になり、Ｓ
Ｐ５０５へ進む。
【００７３】
ＳＰ５０３でコピー終了した場合は次のコピー待ちの通常スタンバイ状態になり、ＳＰ５
０５へ行く。
【００７４】
ＳＰ５０５でこの通常スタンバイ状態でのオートパワーオフタイマー（オートパワーオフ
機能を働かせるまでの時間）ｔ１をセットする。このタイマーは減算され、ゼロになった
ときに、図１で説明したようにオートパワーオフ機能が働くことになる。
【００７５】
ＳＰ５０６では通常、使用者により不図示の操作部上のキーが操作された場合、画像形成
の意志があると解釈して、オートパワーオフタイマーをクリアするため、ＳＰ５０７，Ｓ
Ｐ５０８からＳＰ５０５へ戻る。ただし、ＳＰ５０７で操作されたキーがスタートキーで
あれば、ＳＰ５０１のコピー中の状態に戻る。
【００７６】
ＳＰ５０６でキー操作がなければ、ＳＰ５１０へ進む。ＳＰ５１０でオートパワーオフタ
イマーがゼロ（ｔ１時間経過）になったときに、ＳＰ５１１へ進み、図１で説明したよう
にオートパワーオフ機能が働くことになる。
【００７７】
ここで、本実施例の特徴となるのは、ＳＰ５０８，ＳＰ５０９である。
【００７８】
ＳＰ５０８で図８の操作部上のオートパワーオフタイマー延長キー８００が押された場合
、ＳＰ５０９へ進み、ＳＰ５０９でオートパワーオフタイマー（オートパワーオフ機能を
働かせるまでの時間）ｔ２をセットしなおす。その間、キー操作がなければ、ＳＰ５１０
へ行く。
【００７９】
ＳＰ５１０でオートパワーオフタイマーがゼロ（ｔ２時間経過）になったときに、ＳＰ５
１１へ行き、図１で説明したようにオートパワーオフ機能が働くことになる。
【００８０】
前記の延長設定は次の画像形成あるいはオートパワーオフが行われることにより、クリア
される。即ち、オートパワーオフタイマー延長キーが押されて、延長設定が有効なのは、
次の画像形成あるいはオートパワーオフが行われるまでであり、保持されない。
【００８１】
ここで、コピー中断状態でのオートパワーオフタイマーｔ２の時間は、本実施例において
は言うまでもなく、使用者が紙補給をできる適切な時間である。使用者が装置を放置する
時間、更には紙を買いに行く時間を考慮しても３０分程度がよいと考えられる。
【００８２】
また、通常スタンバイ状態では、従来例で説明したようにオートパワーオフタイマーｔ１
は例として５分程度の短い時間でよく、一般的にはｔ１＜ｔ２とすることが望ましい。
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【００８３】
また、前記のオートパワーオフタイマー延長キーはコピー（画像形成）中断状態のみに受
け付けるようにしてもよい。図５のＳＰ５０８の前にコピー中断状態かどうかの判断を入
れれば実現できる。
【００８４】
更に、前記のオートパワーオフタイマー延長キーは図８に示すような単独キーに限ること
はない。例えば、コストダウンのために、コピー中断状態では受け付けないキーを代用し
てもよい。即ち、コピー中断状態ではコピー枚数キーを受け付けないため、このコピー枚
数キーをオートパワーオフタイマー延長キーとしてもよい。
【００８５】
更に、液晶操作部でタッチパネルを持つ装置では、前記のオートパワーオフタイマー延長
キーを液晶上にコピー中断状態のみ表示するようにしてもよい。
【００８６】
前記のコピー（画像形成）中断状態になるのは、本実施例のような紙なしに限るものでは
ない。
【００８７】
即ち、紙なし以外の中断状態では前記のｔ２は紙なし以外の中断状態の最適な時間になる
。更に、紙なし中断状態ではｔ２、紙なし以外の中断状態ではｔ３と異なる時間としても
よい。
【００８８】
［実施例３］
電源オフしても、コピーモード、コピー条件等のパラメータを不揮発性のメモリ、例えば
、電池によるバックアップ手段を持つＲＡＭに保持できる実施例３の装置において、実施
例１、実施例２の制御と異なる方法で同様の効果を得る例を図６のフローチャートを参照
して説明する。
【００８９】
図８の操作部等のスタートキー８０２によるコピースタート指令で、図２で説明した画像
形成プロセスを行う図６のステップＳＰ６０１のコピー中の状態になる。
【００９０】
この複数枚のコピー中に例えば、転写紙（以下紙と記す）がなくなったかどうかをＳＰ６
０２で判断する。そして、ＳＰ６０３でコピー中に紙なしになることなく、所望の枚数分
コピーが終了したか判断する。
【００９１】
ＳＰ６０２でコピー中に紙なしで中断した場合はＳＰ６０４のコピー中断状態になり、Ｓ
Ｐ６０５へ進む。
【００９２】
ＳＰ６０３でコピー終了した場合は次のコピー待ちの通常スタンバイ状態になり、ＳＰ６
０５へ進む。ＳＰ６０５でこの通常スタンバイ状態でのオートパワーオフタイマー（オー
トパワーオフ機能を働かせるまでの時間）ｔ１をセットする。このタイマーは減算され、
ゼロになったときに、図１で説明したようにオートパワーオフ機能が働くことになる。
【００９３】
ＳＰ６０６では通常、使用者により不図示の操作部上のキーが操作された場合、画像形成
の意志があると解釈して、オートパワーオフタイマーをクリアするため、ＳＰ６０７から
ＳＰ６０５へ戻る。ただし、ＳＰ６０７で操作されたキーがスタートキーであれば、ＳＰ
６０１のコピー中の状態に戻る。
【００９４】
ＳＰ６０６でキー操作がなければ、ＳＰ６０８へ進む。ＳＰ６０８でオートパワーオフタ
イマーがゼロ（ｔ１時間経過）になったときに、ＳＰ６０９へ進む。ＳＰ６０９で前記の
電源オフしても、コピーモード（コピー枚数、倍率等）を不揮発性のメモリ、例えば、電
池によるバックアップ手段を持つＲＡＭに保持できるため、オートパワーオフ機能が働く
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前のコピーモードをバックアップする。それから、ＳＰ６１０に進み、図１で説明したよ
うにオートパワーオフ機能が働くことになる。
【００９５】
その後、ＳＰ６１１で使用者に電源オンされるとＳＰ６１２で本装置は、バックアップし
ていたコピーモード（コピー枚数、倍率等）を自動的にリカバリー（復帰）させる。
【００９６】
よって、ＳＰ６１３で再コピースタートすることにより、ＳＰ６１４でオートパワーオフ
前の状態からコピーを再開することができる。
【００９７】
ここで、前記のＳＰ６０９のコピーモードのバックアップはコピー（画像形成）中断状態
のみに行うようにしてもよい。図６のＳＰ６０９の前にコピー中断状態かどうかの判断を
入れれば実現できる。
【００９８】
また、前記のコピー（画像形成）中断状態になるのは、本実施例のような紙なしに限るも
のではない。
【００９９】
［実施例４］
図９に示すフィーダ（自動原稿給送装置）を使用した画像形成途中の画像形成中断状態（
図９の原稿１はコピー終了で、原稿２に対する紙がない状態）で、オートパワーオフ機能
が働く（電源オフ）時に、前記自動原稿給送装置に給紙されている原稿（図９の原稿２、
原稿３）を本装置が自動的にすべて排出した後にオートパワーオフ機能が働くようにする
。これにより、再画像形成時に、使用者はフィーダ内の搬送パス上に残っている原稿を取
り除く必要がなくなる。
【０１００】
本実施例４を図７のフローチャートを参照して説明する。
【０１０１】
オートパワーオフタイマーがゼロになって、フィーダを使用したコピーであった場合、次
に示す原稿排出ルーチンを行う。
【０１０２】
図７のステップＳＰ７０１でコピー中断状態であり、ＳＰ７０２でフィーダに給紙されて
いる原稿（図９の原稿２、原稿３）がある場合、ＳＰ７０３でフィーダの原稿を排出する
。
【０１０３】
そして、原稿排出終了後にＳＰ７０４で図１で説明したようにオートパワーオフ機能が働
くことになる。
【０１０４】
また、フィーダを使用する装置において、前記の実施例１、２、３の制御と組み合わせる
ことにより、更に有効な効果を得ることができる。
【０１０５】
実施例１の場合、図７の原稿排出ルーチンを図４のＳＰ４１３の前に入れることにより実
現する。
【０１０６】
実施例２の場合、図７の原稿排出ルーチンを図５のＳＰ５１１の前に入れることにより実
現する。
【０１０７】
実施例３の場合、図７の原稿排出ルーチンを図６のＳＰ６１０の前に入れることにより実
現する。
【０１０８】
また、次のようにフィーダを制御してもよい。
【０１０９】
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フィーダ（自動原稿給送装置）を使用した画像形成途中の原稿形成中断状態で、オートパ
ワーオフ機能が働く（電源オフ）時に、前記自動原稿給送装置にセットされている原稿（
図９の原稿２、３，原稿束４）を本装置が自動的にすべて排出した後にオートパワーオフ
機能が働くようにする。これにより、再画像形成時に、使用者はフィーダ内の搬送パス上
に残っている原稿のみならず、フィーダの原稿挿入口（セット位置）９０１に残っている
原稿を取り除く必要がなくなり、装置が自動的に原稿を元の状態に戻すことができる。
【０１１０】
これは、特に実施例３で説明したバックアップ手段を持つ装置において、リカバリー可能
な場合に有効となる。リカバリーコピー時は、原稿を元に戻した状態でフィーダにセット
することにより、装置は自動的に中断前の原稿までコピー済みの原稿（図９の原稿１）を
空送りする機能を持っているので、使用者はすべて排出された原稿をそのままフィーダに
再セットすればよいだけになる（原稿２からコピー再開する。）。
【０１１１】
この制御は図７のＳＰ７０２でフィーダに給紙されている原稿（図９の原稿２、原稿３）
がある場合を、フィーダにセットされている原稿（図９の原稿２、３，原稿束４）がある
場合に置き換えればよい。
【０１１２】
更に、前記原稿排出中に前記原稿排出動作を中止する手段（図８のストップキー８０３）
が押された場合、前記原稿排出を中断する。これは、排出すべき原稿が大量にあり、使用
者が再画像形成時の原稿のセット方法（原稿を元に戻してセットする方法）を理解してい
れば、装置で排出しセットするより、使用者がセットした方が早い場合の対応を可能にし
たものであり、排出枚数が多いと、排出時間がかかるための対応である。
【０１１３】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、通常 のオートパワーオフ時
間 短 ても、像形成中断状態で短い時間でオートパワーオフ機能が働くのを阻止
できる。
【０１１４】
　また、

。
【０１１５】
更に、複数枚の原稿をフィーダ（自動原稿給送装置）を使用して画像形成していた場合は
、画像形成中断状態のため、数枚の原稿がフィーダ内に残っていることがあり、この状態
でオートパワーオフ機能が働くことになる。本発明によれば、使用者が再画像形成を行う
ためには、このフィーダ内に残っている原稿を取り除き、画像形成中断前の原稿からフィ
ーダにセットしなおさなくてもよくなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施例のオートパワーオフ機能の構成を示すブロック図である。
【図２】　実施例の画像形成装置の断面図である。
【図３】　実施例の画像形成装置のブロック図である。
【図４】　実施例１の制御を表すフローチャートである。
【図５】　実施例２の制御を表すフローチャートである。
【図６】　実施例３の制御を表すフローチャートである。
【図７】　実施例４の制御を表すフローチャートである。
【図８】　実施例の操作部の斜視図である。
【図９】　実施例４のフィーダの状態を示す説明図である。
【符号の説明】
３００　　コントローラ
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のスタンバイ状態で
を く設定し

通常のオートパワーオフ時間を短く設定しても、ユーザの指示で通常のオートパ
ワーオフ時間よりも長い時間更にオートパワーオフまでの時間を延長できるので、像形成
中断時に復帰までに手間取るような場合でも直ちにオートパワーオフ機能が働くことを阻
止できる



３００ａ　ＣＰＵ
３００ｂ　ＲＯＭ
３００ｃ　ＲＡＭ
３１３　　ＤＣ電源
３１４　　メインスイッチ
３１５　　ドアスイッチ
３１６　　電源プラグ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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